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こ
の
広
報
紙
は
、
古
紙
配
合
率

％
の

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

新たな委員の紹介新たな委員の紹介

し
尿
処
理
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

し
尿
等
の
処
理
体
制

鹿
児
島
市
、
吉
田
町
及
び
喜
入
町

は
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
等
で
陸
上
処

理
を
行
っ
て
お
り
、
桜
島
町
、
松
元

町
及
び
郡
山
町
は
海
洋
投
入
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
海
洋
投
入
は

年

月
か
ら
禁
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
合

併
時
に
再
編
し
、
全
て
の
し
尿
等
の

処
理
を
鹿
児
島
市
衛
生
処
理
セ
ン

タ
ー
及
び
喜
入
町
衛
生
処
理
場
で
陸

上
処
理
す
る
も
の
で
す
。

一
部
事
務
組
合
等
（
し

尿
処
理
業
務
）
の
取
扱

い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

吉
田
町
の
み
一
部
事
務
組
合
で
処

理
し
て
い
ま
す
が
、
合
併
の
日
の
前

日
を
も
っ
て
一
部
事
務
組
合
を
脱
退

し
、
業
務
は
合
併
後
の
市
に
引
き
継

ぐ
こ
と
を
基
本
に
合
併
時
ま
で
に
調

整
す
る
も
の
で
す
。

電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム

町
の
シ
ス
テ
ム
は
、

万
人
の

自
治
体
の
処
理
件
数
に
は
対
応
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、大
規
模
自
治
体
向

け
に
開
発
さ
れ
て
い
る
鹿
児
島
市
の

シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
も
の
で
す
。

主
な
調
整
方
針（
案
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

住
民
票

印
鑑
証
明
な
ど
、日
常

生
活
に
必
要
な
証
明
書
等
は
、合
併

の
目
標
期
日
で
あ
る

年

月

日
か
ら
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
、

市
民
税
な
ど

年
度
当
初
に
賦
課

さ
れ
、そ
の
徴
収
事
務
が

年
度

中
存
続
す
る
も
の
は
、各
町
の
シ

ス
テ
ム
を
並
行
稼
動
さ
せ

年

度
ま
で
に
統
合
す
る
も
の
で
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料
の

取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

市
営
及
び
町
営
住
宅
使
用
料

合
併
す
る
年
度
の
翌
年
度（

年
度
）

に
鹿
児
島
市
の
制
度
に
統
合
し
ま
す
。

住
宅
使
用
料
が
上
昇
す
る
入

居
者
に
対
し
、

年
度
か
ら

年

度
ま
で
段
階
的
に
調
整
（

ず
つ
引
き
上
げ
）
し
、

年
度

に
鹿
児
島
市
の
料
金
制
度
に
統

合
す
る
も
の
で
す
。

粗
大
ご
み
処
理
手
数
料

合
併
時
に
鹿
児
島
市
の
制
度
を

町
に
も
適
用
し
、
無
料
と
す
る
も
の

で
す
。負

担
金
、
補
助
金
及
び
交

付
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

町
に
お
け
る
負
担
金
、
補
助
金

及
び
交
付
金
は
原
則
と
し
て
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
支
出
さ

れ
て
き
た
経
過
等
を
考
慮
し
調
整
す

る
も
の
で
す
。

農
林
水
産
業
関
係
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

農
事
事
務
嘱
託
員
制
度

合
併
す
る
年
度
の
翌
年
度
（

年

度
）
に
、
こ
の
制
度
を

町
に
も
適

用
し
統
合
す
る
も
の
で
す
。

鹿
児
島
市
の
み
の
制
度
で
、地

域
の
代
表
者
を
嘱
託
員
と
し
て

委
嘱
し
、農
地
及
び
農
業
用
施
設

の
整
備
要
望
の
取
り
ま
と
め
等

の
事
務
を
委
託
し
、農
林
行
政
の

円
滑
な
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。

住
宅
使
用
料
が
上
昇
す
る
入

居
者
に
対
し
、

年
度
か
ら

年

度
ま
で
段
階
的
に
調
整
（

ず
つ
引
き
上
げ
）
し
、

年
度

に
鹿
児
島
市
の
料
金
制
度
に
統

合
す
る
も
の
で
す
。

住
宅
使
用
料
が
上
昇
す
る
入

居
者
に
対
し
、

年
度
か
ら

年

度
ま
で
段
階
的
に
調
整
（

ず
つ
引
き
上
げ
）
し
、

年
度

に
鹿
児
島
市
の
料
金
制
度
に
統

合
す
る
も
の
で
す
。

主
な
調
整
方
針（
案
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

農
村
広
場
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

の
管
理
運
営

市

町
に
施
設
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
管
理
主
体
が
異
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
形
態
な
ど
を

考
慮
し
、
現
行
ど
お
り
と
す
る
も
の

で
す
。

園
芸
振
興
事
業
（
地
域
特
産
物
振

興
事
業
）

市

町
の
地
域
特
産
物
の
振
興

事
業
は
、
合
併
す
る
年
度
の
翌
年
度

（

年
度
）
に
新
た
な
助
成
制
度
を

制
定
し
、
引
続
き
振
興
を
図
る
も
の

で
す
。商

工
・
観
光
関
係
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

観
光
イ
ベ
ン
ト
等

市

町
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
て

い
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
各
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
合
併
後
も
現
行
ど
お
り
開
催

す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
実
施
主
体
や
実
施
方
法

等
は
、
今
後
調
整
を
行
う
も
の
で

す
。学

校
教
育
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

遠
距
離
通
学
費
補
助
事
業

吉
田
町
の
自
転
車
購
入
費
助
成
及

び
郡
山
町
の
自
転
車
点
検
費
等
へ
の

助
成
は
、
個
人
の
財
産
取
得
等
に
対

す
る
公
費
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

喜
入
町
の
自
転
車
利
用
者
に
対
す

る
助
成
は
、
学
校
統
合
に
よ
り
創
設

さ
れ
た
助
成
制
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
鉄
道
利
用
者
と
の
均
衡
を
考
慮

し
、
当
分
の
間
、
現
行
ど
お
り
と
す

る
も
の
で
す
。

高
校
生
等
通
学
補
助

桜
島
町
が
町
営
バ
ス
と
桜
島
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
す
る
高
校
生
・
大
学
生

等
に
対
し
て
、
定
期
券
の
割
引
以
上

に
助
成
す
る
制
度
で
す
が
、
通
学
費

は
本
人
負
担
が
原
則
で
あ
り
、
特
定

主
な
調
整
方
針（
案
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

の
地
域
の
特
定
の
利
用
者
の
み
を
対

象
と
す
る
助
成
は
、
合
併
後
の
市
と

し
て
は
不
公
平
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

年
度
ま

で
に
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、

年
度
か
ら

年
度
ま
で
に
、
バ

ス
と
フ
ェ
リ
ー
の
定
期
券
料
金

の
合
算
額
と
最
低
料
金
（
現
在

円
）
と
の
差
額
に
つ

い
て
、

年
間
で

ず
つ
段

階
的
に
負
担
を
増
や
し
、

年

度
に
統
合
す
る
も
の
で
す
。

特
認
校
児
童
送
迎
事
業

郡
山
町
が
花
尾
小
の
児
童
減
少
対

策
と
し
て
児
童
の
送
迎
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
は

保
護
者
の
責
任
で
行
う
こ
と
が
適
当

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

年
度
に
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
合
併
の
日
の
前
日

ま
で
に
制
度
の
適
用
を
受
け
て

い
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
卒
業

時
ま
で
継
続
す
る
も
の
で
す
。

社
会
教
育
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

体
育
施
設

町
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
体
育
施
設

は
、
合
併
時
に
鹿
児
島
市
の
社
会
体

育
施
設
と
し
て
引
き
継
ぎ
、
管
理
運

営
は
鹿
児
島
市
の
制
度
に
統
合
す
る

こ
と
を
基
本
に
、
合
併
時
ま
で
に
調

整
す
る
も
の
で
す
。

公
民
館
の
設
置

合
併
時
に

町（
喜
入
町
を
除
く
）

の
中
央
公
民
館
を
鹿
児
島
市
の
地
域

公
民
館
と
し
て
引
き
継
ぎ
、
将
来
、

喜
入
町
に
地
域
公
民
館
の
設
置
を
検

討
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
桜
島
町
の
白
浜
地
区
公
民

館
と
新
島
分
館
及
び
喜
入
町
の

地

区
公
民
館
は
、
合
併
時
に
鹿
児
島
市

の
校
区
公
民
館
と
し
て
引
き
継
ぐ
も

の
で
す
。

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、

年
度
か
ら

年
度
ま
で
に
、
バ

ス
と
フ
ェ
リ
ー
の
定
期
券
料
金

の
合
算
額
と
最
低
料
金
（
現
在

円
）
と
の
差
額
に
つ

い
て
、

年
間
で

ず
つ
段

階
的
に
負
担
を
増
や
し
、

年

度
に
統
合
す
る
も
の
で
す
。

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、

年
度
か
ら

年
度
ま
で
に
、
バ

ス
と
フ
ェ
リ
ー
の
定
期
券
料
金

の
合
算
額
と
最
低
料
金
（
現
在

円
）
と
の
差
額
に
つ

い
て
、

年
間
で

ず
つ
段

階
的
に
負
担
を
増
や
し
、

年

度
に
統
合
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
合
併
の
日
の
前
日

ま
で
に
制
度
の
適
用
を
受
け
て

い
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
卒
業

時
ま
で
継
続
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
合
併
の
日
の
前
日

ま
で
に
制
度
の
適
用
を
受
け
て

い
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
卒
業

時
ま
で
継
続
す
る
も
の
で
す
。

主
な
調
整
方
針（
案
）

そ
の
他
事
業
の
取
扱
い

に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

主
な
調
整
方
針（
案
）

土
地
開
発
公
社

町
は
各
町
の
公
社
保
有
の
土
地

を
合
併
の
日
の
前
日
ま
で
に
買
い
戻

し
、
県
町
村
土
地
開
発
公
社
か
ら
合

併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
脱
退
す
る

も
の
で
す
。

町
に
係
る
県
町
村
土
地
開

発
公
社
の
財
産
（
土
地
・
出
資

金
な
ど
）
は
、
合
併
時
に
鹿
児

島
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
基
本

に
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
も

の
で
す
。

町
に
係
る
県
町
村
土
地
開

発
公
社
の
財
産
（
土
地
・
出
資

金
な
ど
）
は
、
合
併
時
に
鹿
児

島
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
基
本

に
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
も

の
で
す
。

町
に
係
る
県
町
村
土
地
開

発
公
社
の
財
産
（
土
地
・
出
資

金
な
ど
）
は
、
合
併
時
に
鹿
児

島
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
基
本

に
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
も

の
で
す
。

主
な
調
整
方
針（
案
）

特別職の取扱い 議案は
協議会に提案しないことを首長会で確認！

町の特別職は合併と同時にその身分を失うこと
になることから、 町の町長から 編入合併であり、
当然に失職することを前提に合併についての協議を
進めており、自分たちの処遇にかかわる議案を提出
するまでもない という強い意思表示があり、首長会
において正式に 特別職の取扱い についての議案
は提出しないことが確認され、このことを協議会に
報告しました。

協
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

第

回
協
議
会
は

月
下
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

日
時
・
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

区
分
【
議
員
】（
松
元
町
）

新
委
員
名

坂
口

鷹
た
か
し

（
第

回
協
議

会
か
ら
参
加
）

旧
委
員
名

柿
迫
重
己
（
第

回
協
議

会
か
ら
参
加
）

複合施設等 町にある公の施設の中で、複数の施設が一体的に利用されてお
り、それぞれ設置目的や管理運営体制が異なっている複合施設等については、合併時
に鹿児島市に引き継ぎ、現行の住民サービス水準を低下させないことを基本に、合併
時までに調整するものです。

平
成

年

月

日（
火
）、か

ご
し
ま
市
民
福

祉
プ
ラ
ザ

階

大
会
議
室
に
お
い
て
、
第

回

鹿
児
島
地
区
合
併
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
議

案

件
の
う
ち
、
交
通
関
係
事

業
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、

自
動
車
航
送
料
助
成
等
に
係
る

調
整
方
針
案
の
補
足
的
説
明
資

料
と
し
て
、
仮
に
フ
ェ
リ
ー
回

数
券
の
割
引
率
を

％
に
拡
充

し
た
場
合
の
激
変
緩
和
策
を
説

明
し
、
桜
島
町
の
委
員
か
ら

町

民
と
し
て
も
現
在
の
助
成
制
度

に
近
い
割
引
率
を
希
望
す
る

と
の
意
見
が
あ
り
、
原
案
の
と

お
り
決
定
し
、
残
り
の
議
案

件
に
つ
い
て
も
原
案
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
新
た
に
提
案
さ

れ
た

市

町
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
や
高
齢
者
福
祉
事
業（
敬

老
特
別
乗
車
証
交
付
事
業
及
び
す

こ
や
か
入
浴
事
業
）の
取
扱
い
な

ど
議
案

件
は
継
続
協
議
と
し
、

各
委
員
が
持
ち
帰
り
、
次
回
以
降

の
協
議
会
で
協
議
さ
れ
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、

年

月

日
に
第

回
合
併
協
議
会
を
開
催
以
来
、

今
回
の
協
議
会
で
す
べ
て
の
合

併
協
定
項
目
の
提
案
が
終
了
し

ま
し
た
。

市
町
村
建
設
計
画
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

市

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
も
の
で
、
新
市
ま
ち
づ

く
り
計
画

と
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
、

月

日
発
行
の
協

議
会
だ
よ
り
市
町
村
建
設
計
画

案
特
集
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

祉

大
会
議
室
に
お
い
て
、
第

回

鹿
児
島
地
区
合
併
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
議

案

件
の
う
ち
、
交
通
関
係
事

業
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、

自
動
車
航
送
料
助
成
等
に
係
る

調
整
方
針
案
の
補
足
的
説
明
資

料
と
し
て
、
仮
に
フ
ェ
リ
ー
回

数
券
の
割
引
率
を

％
に
拡
充

し
た
場
合
の
激
変
緩
和
策
を
説

明
し
、
桜
島
町
の
委
員
か
ら

町

民
と
し
て
も
現
在
の
助
成
制
度

に
近
い
割
引
率
を
希
望
す
る

と
の
意
見
が
あ
り
、
原
案
の
と

お
り
決
定
し
、
残
り
の
議
案

件
に
つ
い
て
も
原
案
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
新
た
に
提
案
さ

れ
た

市

町
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
や
高
齢
者
福
祉
事
業（
敬

老
特
別
乗
車
証
交
付
事
業
及
び
す

こ
や
か
入
浴
事
業
）の
取
扱
い
な

ど
議
案

件
は
継
続
協
議
と
し
、

各
委
員
が
持
ち
帰
り
、
次
回
以
降

の
協
議
会
で
協
議
さ
れ
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、

年

月

日
に
第

回
合
併
協
議
会
を
開
催
以
来
、

今
回
の
協
議
会
で
す
べ
て
の
合

併
協
定
項
目
の
提
案
が
終
了
し

ま
し
た
。

平
成

年

月

日（
火
）、か

ご
し
ま
市
民
福

祉
プ
ラ
ザ

階

お
い
て
、
第

回

合
併
協
議
会
が
開

た
。

す
べ
て
の
協
定
項
目

の
提
案
が
終
了

高
齢
者
福
祉
事
業
（
敬
老

特
別
乗
車
証
交
付
事
業
及

び
す
こ
や
か
入
浴
事
業
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

一
部
自
己
負
担
制
度
の
導
入
な

ど
現
行
制
度
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
し
、
見
直
し
の
内
容
及
び
実

施
時
期
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま

で
に
決
定
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
見
直
し
後
の
制
度
に
つ

い
て
は
、
鹿
児
島
市
は
も
と
よ
り

町
に
も
適
用
す
る
も
の
で
す
。

急
速
な
高
齢
化
の
進
行
な
ど

社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、今
後
も
敬
老
パ
ス
制
度
や

す
こ
や
か
入
浴
事
業
を
存
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、高
齢
者
の

方
々
に
一
部
自
己
負
担
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
最
善
の
方
策

で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

障
害
者
福
祉
事
業
（
友
愛

特
別
乗
車
証
交
付
事
業
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
）

交
付
対
象
者
の
年
齢
要
件
等
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
、
見
直

し
の
内
容
及
び
実
施
時
期
に
つ
い

て
は
、
合
併
時
ま
で
に
決
定
す
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
見
直
し
後
の
制
度
に
つ

い
て
は
、
鹿
児
島
市
は
も
と
よ
り

町
に
も
適
用
す
る
も
の
で
す
。

鹿
児
島
市
の
現
行
の
友
愛
パ

ス
は

歳
以
上

歳
未
満
の
障

害
者
の
方
々
に
交
付
し
、

歳

以
上
の
障
害
者
の
方
々
は
敬
老

パ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、敬

老
パ
ス
制
度
の
見
直
し
に
よ
り

一
部
自
己
負
担
を
導
入
す
る
と
、

歳
以
上
の
障
害
者
の
方
々
に

も
一
部
自
己
負
担
が
適
用
さ
れ

る
の
で
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
無

料
で
利
用
で
き
る
よ
う
年
齢
要

件
を
見
直
す
も
の
で
す
。

鹿
児
島
市
の
現
行
の
友
愛
パ

ス
は

歳
以
上

歳
未
満
の
障

害
者
の
方
々
に
交
付
し
、

歳

以
上
の
障
害
者
の
方
々
は
敬
老

パ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、敬

老
パ
ス
制
度
の
見
直
し
に
よ
り

一
部
自
己
負
担
を
導
入
す
る
と
、

歳
以
上
の
障
害
者
の
方
々
に

も
一
部
自
己
負
担
が
適
用
さ
れ

る
の
で
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
無

料
で
利
用
で
き
る
よ
う
年
齢
要

件
を
見
直
す
も
の
で
す
。

鹿
児
島
市
の
現
行
の
友
愛
パ

ス
は

歳
以
上

歳
未
満
の
障

害
者
の
方
々
に
交
付
し
、

歳

以
上
の
障
害
者
の
方
々
は
敬
老

パ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、敬

老
パ
ス
制
度
の
見
直
し
に
よ
り

一
部
自
己
負
担
を
導
入
す
る
と
、

歳
以
上
の
障
害
者
の
方
々
に

も
一
部
自
己
負
担
が
適
用
さ
れ

る
の
で
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
無

料
で
利
用
で
き
る
よ
う
年
齢
要

件
を
見
直
す
も
の
で
す
。

急
速
な
高
齢
化
の
進
行
な
ど

社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、今
後
も
敬
老
パ
ス
制
度
や

す
こ
や
か
入
浴
事
業
を
存
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、高
齢
者
の

方
々
に
一
部
自
己
負
担
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
最
善
の
方
策

で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

急
速
な
高
齢
化
の
進
行
な
ど

社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、今
後
も
敬
老
パ
ス
制
度
や

す
こ
や
か
入
浴
事
業
を
存
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、高
齢
者
の

方
々
に
一
部
自
己
負
担
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
最
善
の
方
策

で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

【各町の複合施設等】
吉田町 輝楽里よしだ館・ふれあいパークよ

しだ
桜島町 火の島めぐみ館 桜島旬彩館、国民宿

舎 レインボー桜島 ・桜島マグマ温
泉・桜島港緑地施設（緑地広場 人工
海浜）、さくらじま白浜温泉センター

吉田町

桜島町

第９回�
協議会�
第９回�
協議会�
H15.10.28

喜入町 喜入八幡温泉保養館・喜入町室内温
水プール・多目的広場

松元町 松元町平野岡健康づくり公園（運動
施設、体育館・温泉施設、茶山房）

郡山町 八重の里・竹林公園、八重山公園、
郡山町総合運動公園（総合運動公園、
温泉活用型スパランド裸 楽 良）

喜入町

松元町

郡山町


